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　古き濫觴（らんしょう）を尋ねて、真理の水源にい

たり、滴また創造の大海をめざす 

　2012年（平成24年）、金沢大学は、その源流（濫觴）

となる加賀藩種痘所の設立（文久2年）から数えて、

150年にわたる大きな流れをこの地に刻みます。この間、

金沢大学は、創建当時の先端医療に果敢に取り組ん
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未来文化の創造を 

　歴史文化都市金沢は、つねに新しい文化の創造

に携わってきました。これまでの150年とこれからの

150年という広い視野のもとで、国境や民族の違いを

超えて、世界に向けて情報を発信し、世界の平和と

人類の持続的な発展に資することを、金沢大学は

めざします。 
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150年の歩み  

だ高い倫理性と大胆な挑戦を常に忘れることなく、

＜先魁＞としての人材養成、他なる生命・存在との

＜共存＞、革新的な知の＜創造＞を力強く進めてき

ました。いま私たちは、創基150年を期に、これまでの

歩みを継承しつつ、今後150年先の開かれた世界に

おける金沢大学のあるべき姿を描きたいと考えています。 

第四高等学校 

金沢大学の誕生と発展
金沢大学は、戦後の教育改革により昭和24（1949）年5月に発足しま
本部を金沢城内に置き、「お城の大学」として有名になるとともに、
学部や大学院の改組・拡充を経て、総合大学として成長を遂げました
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前身校と大学創設期
金沢大学の起源は文久2（1862）年の加賀藩種痘所まで遡ることが出来ます。
その後、明治期には金沢医学校、石川師範学校、第四高等学校、大正に入り金沢医科大学、金沢高等工業学校が設立され、
これら前身校の幾多の変遷を経て、昭和24（1949）年に様々な学校の歴史と伝統を引き継ぎ、新制金沢大学として発足しました。
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に発足しました。
とともに、
遂げました。

金沢大学から世界へ 

　金沢大学憲章は「地域と世界に開かれた教育重視

の研究大学」を掲げています。現代社会のさまざまな

課題に立ち向かい、それを解決するための知の創造

と人材育成こそが金沢大学の使命と考えているから

です。2008年にスタートした3学域・16学類という新し

い教育体制は、それに向けた第一歩です。 
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成長とともに手狭になった金沢大学は、医学部・附属病院を除き、自然豊かな角間地区に総合移転し、
その後、将来の発展を見据え、3学域・16学類により新しい大学に生まれ変わりました。
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